
屋久島の植物

土壌及び根茎調査の様子

植生調査の様子

森

林

生

態

系

保

護

地

域

に

は

、
数
多
く
の
貴
重
な
動
植
物

が
生
息
・
生
育
し
て
お
り

、
従

来

か

ら

多

く

の

研

究

者

の

生

物
・
生
態
研
究
な
ど
の
重
要
な

フ

ィ
ー

ル

ド

と

な

っ
て

い

ま

す

。ま
た

、
本
地
域
内
の
ほ
ぼ
全

域
は

、
世
界
自
然
遺
産
地
域
と

な

っ
て
い
ま
す

。

平
成
二
〇
年
度
も
本
地
域
な

ど
に
お
い
て

、
植
生
調
査
や
ヤ

ク
ザ
ル
・
ヤ
ク
シ
カ
等
の
生
態

調
査
の
ほ
か
に

、
キ
ノ
コ
・
昆

虫
等
の
動
植
物
を
は
じ
め

、
水

質
調
査
な
ど
様
々
な
調
査
研
究

が
行
わ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
結
果
か
ら

、
地
域
レ
ベ

ル
で
の
環
境
研
究
の
み
な
ら
ず

地
球
環
境
の
変
化
が
生
態
系
に

及
ぼ
す
影
響
の
把
握
等

、
地
球

レ
ベ
ル
で
の
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド

と
し
て
も
貴
重
な
存
在
で
あ
る

と
い
え
ま
す

。

保
全
セ
ン
タ
ー

で
は
入
林
さ

れ
た
各
種
調
査
研
究
機
関
か
ら

の
研
究
結
果
や
成
果
を
頂
く
こ

と
に
よ
り
屋
久
島
の
自
然
環
境

の
実
態
把
握
に
務
め

、
よ
り
良

い
状
態
で
未
来
へ
引
き
継
い
で

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す

。

な
お

、
本
年
度
の
学
術
調
査

状
況
は
裏
面
に
掲
載
し
ま
し
た

の
で
ご
参
照
下
さ
い

。

森

林

生

態

系

保

護

地

域

な

ど

に

お

け

る

学

術

調

査

状

況

に

向

け

て

、

こ

れ

ら

の

具

体

的

な

対

策

を

講

じ

る

た

め

の

調

整

を

図

る

こ

と

等

を

確

認

し

て

会

議

は

終

了

し
ま
し
た

。

一
〇
月
一
五
日

、
鹿
児
島
市

に
お
い
て

、
九
州
森
林
管
理
局

計
画
課
長
を
は
じ
め
九
州
地
方

環
境
事
務
所

、
鹿
児
島
県

、
屋

久
島
町
か
ら
関
係
課
長
等
出
席

の
も
と
平
成
二
〇
年
度
世
界
遺

産
地
域
連
絡
会
議
幹
事
会
を
開

催
し
ま
し
た

。

本
会
議
は

、
世
界
遺
産
一
覧

表
に
登
録
さ
れ
た
屋
久
島
の
適

正
な
保
全
管
理
の
推
進
を
図
る

た
め

、
関
係
機
関
相
互
の
連
絡

調
整
を
行
う
世
界
遺
産
地
域
連

絡
会
議
の
運
営
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す

。

今
回
の
会
合
で
は

、
主
に
①

屋
久
島
は
調
査
研
究
の
重
要
な
フ

ィ
ー

ル
ド会議の風景

屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
の
管
理

の
課
題
と
対
策
の
方
向
性

、
②

屋
久
島
遺
産
地
域
の
自
然
環
境

の
把
握
と
科
学
的
デ
ー

タ
に
基

づ
く
普
遍
的
価
値
に
係
る
保
全

管
理
の
必
要
性
等
が
議
論
さ
れ

ま
し
た

。

本
年
度
開
催
予
定
の
本
会
議

屋久島生態系モニタリング

屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
連
絡
会
議
幹
事
会
開
催 ヤマヒヨドリ

（きく科）

・宮之浦岳北側斜面（標高580ｍ地点）

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

草本層では、植被率は低いが、ｻｻﾞﾝｶ･ﾋｻｶｷやｲﾇ
ｶﾞｼの稚樹、ﾋﾒｲﾀﾋﾞ･ｱﾘﾄﾞｳｼ･ﾔｸｶﾅﾜﾗﾋﾞが生育する。

プロットの階層別植生は、高木層ではﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ･ｴｺﾞﾉ
ｷ･ｲｽﾉｷ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷが多く、ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾔｸｼﾏｵﾅ
ｶﾞｶｴﾃﾞ･が混生する。個体数は少ないが、ﾔﾏｻﾞｸﾗ･ﾋﾒ
ｼｬﾗ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ｻｻﾞﾝｶなども生育する。

亜高木層では、ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞが多く、ｲｽﾉｷ・ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ・ｲ
ﾇｶﾞｼ･ｻｶｷ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞなどが混生する。樹高4～5ﾒｰﾄﾙ
のｻｸﾗﾂﾂｼﾞが多い。

低木層では、ｻｻﾞﾝｶ･ﾋｻｶｷ･ｻｶｷ･ｼｷﾐ･が生育し、個
体数は少ないが、ﾂｹﾞﾓﾁ･ｲﾇｶﾞﾔ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅも出現す
る。

屋
久
島
で
は

、
平
成
五
年
の

世
界
遺
産
へ
の
登
録
以
降

、
入

込
客
数

、
宿
泊
者
数
と
も
年
々

増
加
し
て
お
り

、
山
岳
部
に
お

い
て
も
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ

て
い
ま
す

。
こ
の
た
め

、
森
林

生
態
系
保
護
地
域
の
保
全
利
用

地
区

（
バ

ッ
フ

ァ
ー

ゾ
ー

ン

）

の
う
ち

、
特
に
入
り
込
み
が
多

い
と
さ
れ
て
い
る
縄
文
杉
周
辺

に
お
い
て

、
登
山
道
周
辺
の
樹

木
や
植
生
の
衰
退
を
防
止
し
つ

つ

、
保
護
林
の
概
要
や
森
林
生

態
系
の
仕
組
み

、
接
し
方
等
に

つ
い
て
普
及
啓
発
を
図
る
場
を

整

備

す

る

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。

場
と
し
て
利
用
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
の
要
望
等
を
一
般
登

山
客
や
ガ
イ
ド
か
ら
意
見
を
聞

き
つ
つ

、
現
地
測
量
等
整
備
の

た
め
の
現
地
調
査
を
開
始
し
ま

し
た

。

今
後

、
更
に
調
査
を
進
め

、

歩
道
付
近
の
植
生
保
護
と
利
用

者
へ
の
啓
発
等
の
た
め
の
施
設

整
備
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の

で

、
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す

。

ﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞｱﾄﾞﾚｽhttp://www.kyusyu.kokuyurin.go.jp/syoukai/hozentop2.html

屋
久
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域

バ

ッ
フ

ァ
ー

ゾ
ー

ン
施
設
整
備歩道周辺でくつろぐ登山客

一
〇
月
九
日
か
ら
縄
文
杉

ル
ー

ト
に
お
い
て

、
そ
う
し
た

普
及
啓
発
の
場
や
一
部
休
息
の

整

備

計

画

策

定

の

た

め

の

現

地

調

査

を

開

始

南
九
州
か
ら
沖
縄
に
か
け
て

分
布
す
る
多
年
草
で

、
海
岸
近

く
に
多
い

。
茎
の
高
さ
五
〇
～

一
〇
〇
㎝
程

、
葉
は
対
生
し

、

長
楕
円
形
で
鋸
歯
が
あ
る

。
花

は
枝
先
に
小
さ
な
白
い
花
を
散

房

花

序

に

つ

け

る

。
頭

花

を

作

っ
て
い
る
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

花

は

直

径

二

㎜

、
長

さ

五

㎜

程

。
花
期
は
九
～

一
一
月

平成20年11月5日

ＮＯ．
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プロットは、ｼｱﾝﾇﾀ谷上流沢沿いの広葉樹二次林に
設定した。局所地形は、複合斜面で、平均傾斜が
22°、プロットを横断して流れる沢の流下方位が、北
北西方向である。



入 林 箇 所

1～4 神戸学院大学大学院人間文化学研究科

1～2･22･51～54･62･63･70･80～
83･93･100･204･205･221･228･
252･269･270

京都大学生態学研究ｾﾝﾀｰ

1～4 京都大学霊長類研究所

1～4 京都大学霊長類研究所

2 京都大学大学院理学研究科

204･205(小瀬田林道) 北海道大学 屋久島生物部

1～4 京都大学 野生動物研究センター

6～10･12(大川林道) 京都大学霊長類研究所 他

大川林道 東京大学総合研究博物館

1～4 京都大学 理学研究科生物科学専攻

1～4 京都大学大学院理学研究科

1～3 京都大学 霊長類研究所他

1～4 京都大学 霊長類研究所

9･10･11 京都大学 農学部

永田･尾之間･安房･宮之浦歩道周
辺

琉球大学 大学教育ｾﾝﾀｰ

西部林道外(詳細は別表にて) 財団法人 鹿児島県環境技術協会

入 林 箇 所

島内一円 東京大学大学院新領域創成科学研究科

2～4･6･10･47･48･66 屋久島･ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ調査隊

86 国立科学博物館 植物研究部

65(65はを除く)･211･216･217･249･
250･255

東京大学大学院理学系研究科

2 広島大学国際協力研究科･日本鳥類標識協会

2～5・10･11･47～49･66･
1105～1110･1114･1115･1117

(独)森林総合研究所 生態遺伝研究室

86 琉球大学 農学部

淀川登山道～淀川小屋手前荒川
登山道～大株歩道入口･白谷雲水
峡･ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ

2～4(西部林道) 鹿児島大学

86（小花山､天文の森）･214(白谷試
験地)

九州大学森林計画学研究室

永田･大株･尾之間･湯泊･太忠岳外
3歩道･大川外2林道

京都大学大学院理学研究科

54 国立科学博物館 筑波研究資料ｾﾝﾀｰ

75･76･78･80･90･100･101 九州大学大学院理学研究院生物科学専攻

16･20･21･24 鹿児島大学 理学部

永田岳周辺 屋久島丸ごと保全協会

入 林 箇 所

1～4･204～205

宮之浦林道外2 摂南大学 工学部

黒味岳周辺･花之江河周辺 神奈川県立生命の星 地球博物館

15･49･54･81･216･217･249～252 産業技術総合研究所

花山歩道周辺(13･14･15) 鹿児島大学農学部害虫学研究室

3･9 鹿児島県農業開発総合センター

11･12･14･87･100･101･209･258 鹿児島県立博物館

島内一円の河川(尾之間方面) 和歌山大学

54･61～63･81･270･272 産業技術総合研究所 生物機能工学研究部門

1～3･9･49･50･54･62･80･85･213～
215

京都大学大学院理学研究科

『洋上アルプスNO.164号裏面』屋久島森林環境保全センター

屋 久 島 森 林 生 態 系 保 護 地 域 な ど に お け る 学 術 調 査 等 の 入 林 状 況

入 林 目 的

ニホンザルの毛づくろい前の音声ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの調査

樹木毎木調査・ヤクシカ密度推定

ヤクシマザルの行動生態学的調査

ﾔｸｼﾏｻﾞﾙの個体追跡法取得のための予備調査

ﾔﾓﾘの分布調査

西部林道周辺に生息するﾔｸｼﾏｻﾞﾙの行動学的調査

ﾔｸｼﾏｻﾞﾙの低順位個体における菜食戦略の解明

ｼｶのﾗｲﾄｾﾝｻｽによる密度調査

西部林道周辺のﾔｸｼﾏｻﾞﾙおよびﾔｸｼｶの頭数調査

鹿児島県委託 平成20年度自然環境保全基礎調査事業委
託

所 属

１ 動 物 関 係 （平成20年４月１日から平成20年10月31日受付分）

ﾔｸｼﾏｻﾞﾙの野外調査

西部林道周辺のﾔｸｼﾏｻﾞﾙの行動学的調査

屋久島上層部域におけるﾆﾎﾝｻﾞﾙ生態調査

ﾔｸｼﾏｻﾞﾙの遺伝子研究

ﾆﾎﾝｻﾞﾙの調査

ﾊｼﾌﾞﾄｶﾗｽの分布及び生息密度の調査

２ 植 物 関 係

入 林 目 的

屋久島の世界遺産地域における生態系の動態把握と保全
管理手法に関する調査の為の植生及び動物調査の為。

ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ調査

ﾔｸｽｷﾞ天然林の群集動態の解析(年輪ｺｱｻﾝﾌﾟﾙ採取)

ﾂﾂｼﾞ科植物の共生菌と着生性の進化に関する調査研究

屋久島における植物の特殊化について、その形態上の特
徴と、その遺伝的背景の解析を行うため。

ﾔﾏﾓﾓの種子散布様式の解明

屋久島および種子島における絶滅危惧種ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳの遺伝
的多様性保全に関する研究

所 属

３ そ の 他

入 林 目 的

屋久島固有の高山性矮小植物の遺伝的多様性及び適応
形質に関する研究のため

植物の共生菌を明らかにし､生物多様性保全の指針とする
為ﾔｸｼｶによる植物への食痕状況調査､防鹿柵内外の植生調
査､防鹿柵の維持･管理

植生調査

ﾔｸｽｷﾞ樹冠調査

きのこ類の発生調査及び採取調査

研究調査(植生調査)

渓流水質調査

昆虫相調査

昆虫類の調査(主にｿﾞｳﾑｼ類)

永田岳周辺のﾔｸｼﾏﾘﾝﾄﾞｳ､ﾔｸｼﾏｳｽﾕｷｿｳ分布調査

ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ果実のｿﾞｳﾑｼによる食害の調査

京都大学大学院理学研究科学生実習(ﾆﾎﾝｻﾞﾙ･ｷﾉｺ･植物･
昆虫の調査)

所 属

鳥取大学農学部付属菌類きのこ遺伝資源研究ｾﾝﾀｰ

森林総合研究所 関西支所 生物被害研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ

屋久島世界遺産地域における生態系の把握と保全管理手
法に関する調査(環境省に伴う昆虫類の調査)
酸性雨モニタリング（土壌･植生）調査

ﾔﾏｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞの生態調査及び他昆虫資料の収集

水質調査

ｼｲ･ｶｼ類に穿入するｷｸｲﾑｼ類の調査


